
Measurement Test

70℃環境下での、フォームの加熱寸法変化率を表しています。高温環境下で、フォームを使用する際の目安になります。
多くの物質は、加熱されることにより膨張します。しかし、フォームは加熱により一旦膨張した後、加熱中や加熱後の冷
却時に、加熱前の寸法よりも収縮する傾向にあります。そのため加熱寸法変化率の値は、基本的に負の値で表記されます※。

※ 寸法が収縮する原因は、フォームの気泡内部の空気が熱によって膨張し、空気の一部がフォームから抜け出ることにより、気泡内部の空気量が減少するためです。
また、フォームの基材であるポリエチレン樹脂の融点は、一般的に約110℃とされていますが、フォームはその温度よりも低い温度で収縮する傾向にあります。
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（加熱寸法変化率）

試験片寸法 任意厚みmm× 幅150mm× 長さ150mm

試 験 規 格 JIS K 6767準用　熱的安定性（加熱寸法変化率）

測 定 機 器 オーブン（恒温槽）、ノギス

試 験 方 法

① フォームの中央部に、縦および横方向に3
本の平行な標線を50mm間隔で記入します
（右図参照）。
② 加熱前と加熱後の AC、DE、FH、AF、BG、CH
間の寸法をそれぞれ個別に測定します。

※寸法は、小数点第二位まで測定します。
※ 加熱後の寸法：70℃×22時間放置 → 23℃×1時間
放置 → 測定。

計 算 方 法

AC、DE、FH、AF、BG、CH間の６辺の値を個別に計算し、平均値を算出します。
右上図AC間の加熱前寸法が100mmで、加熱後寸法が99ｍｍの場合、熱的安定性は－1.0％となります。

※当社は、JIS規格に準じ、縦と横の加熱寸法変化率を測定し、カタログ値として掲載しています（厚みの加熱寸法変化率は除く）。
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加熱後の縦と横方向の
寸法変化を確認するため、
標線を引いています。
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測定風景

低密度

・軟らかい
・軽い
・浮きやすい

見掛け密度

幅
500mm

浮き上がろうとする力
125kgf

実際の浮力
116.88kgf

実際の浮力は…

沈もうとする力（フォームの自重）
8.125kgf
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図 1）密度差の比較イメージ

図 2）密度の違いのイメージ
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水漏れの恐れ
フォームと相手材との接触面（隙間）
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ボルト・ナット

給水口

水深
100mm水
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厚み50cｍの内、
約3cmしか

水に浸かりません

公式：（ 加熱後寸法mm － 加熱前寸法mm ） ÷ 加熱前寸法mm × 100 ＝ 加熱寸法変化率％（AC間）
（ 99mm － 100mm ） ÷ 100mm × 100 ＝ －1.0%

（ －1
AC間

.0% －1
DE間

.5% －1
FH間

.0% －1
AF間

.0% －1
BG間

.5% －1
CH間

.2%） ÷ 6辺 ＝ －1.2%
加熱寸法変化率 %（6辺の平均値）

標線を引いたフォームを
オーブンに投入

JIS K 6767を準用し、70℃環境下の加熱寸法変化率の値を算出しています。しかし、フォームの耐熱性を考える上では、
実使用温度での加熱寸法変化率の数値を参考にするのが一般的です。また、使用環境にも影響されることがあります。例え
ば、はめ殺しの状態で加熱すると、成形されてから収縮し、隙間が発生するケースがあります。当社では、お客様より詳細
な情報、ご要望をお伺いした上で、最適な材料提案を行なっています。

当社としての対応33


